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はじめに

 本資料の目的
PDFファイルへの変換を行う際に、どのような点に留意すればより良い変換結果が得られるかに

ついて解説します。
MC自習書を終了した方もしくは同等レベルの方を対象にしています。
MICRO CADAM（以下MC）ユーザー向けの解説書ですので、MCに関する用語については特段の理由

がない限り解説は省略します。

 前提条件
HD Tools は2025-R1以降のリリースをご使用ください。
※HD Toolsは毎年のリリースアップで機能が強化されていますので、常に最新版でのご利用をお勧め
します。
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当資料の内容は、2025年3月時点（MC Helix 2025-R1）の機能をベースに記述しています。
また、OSはWindows 11です。
今後の機能改善・追加によっては記述内容が変更される場合があります。



目次
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第一章 基本的な変換操作



１．MC Helix のメニュー・バーから実行する

 MC Helixのメニュー・バー［ファイル］から変換を実行できます。
（操作例）

1. 変換する図面を呼び出す
2. メニュー・バー［ファイル］→「PDF形式で保存」［図1］

3. ［出力パラメーター］を選択（任意）

4. 設定内容を確認→［OK］→“PDF形式で保存”に戻る
5. ［OK］→ダイアログ内で指定された保存先に保存される
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［図1］

［図2］

［図3］

MC Helixから実行する場合、ノードロック・ライセンス、
フローティング・ライセンス共に操作は同じです。

MC Helix

PDF形式で保存ダイアログが表示されます。［図2］

出力パラメータ―ダイアログが表示されます。［図3］



（補足）MC Helixから変換する際の設定変更

 MC Helixのメニュー・バー［ファイル］の「PDF形式で保存」から変換を行う場合でも
設定変更が可能です。
ただし、ここで変更しても前のページで解説した「HD PDFTran環境設定ファイル
（MCPDF.SYS）」のデフォルト値は変更されません。
デフォルト値の変更は「HD PDFTran環境設定ファイル（MCPDF.SYS）」で行ってください。
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［ファイル］→「PDF形式で保存」

このチュートリアルでは、MC Helixのメニュー・バー［ファイル］
からPDF変換する際の手順を中心に説明します。

［出力パラメーター］



２．統合データ管理から実行する（ノードロック・ライセンス）

 MC Helixのユーティリティー『統合データ管理（以下IDM）』から変換を実行できます。
（操作例）

1. Windows［スタート］
2. ［MICRO CADAM Helix］フォルダー
3. 『統合データ管理』を起動
4. 変換する図面を選択
5. ［ファイル変換］→「MCファイル->PDFファイル」［図1］

6. 指定内容を確認→［OK］

7. ［閉じる］
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［図1］

［図2］

IDMでは出力パラメータの設定変更はできません。変更が必要な
場合は予め『HD PDFTran環境設定ユーティリティー』で変更して
おいてください。

IDM

［図3］

MCファイル->PDFファイル ダイアログが表示されます。［図2］

ファイル変換の処理結果ダイアログが表示されます。［図3］



３．専用のHD PDFTranから実行する（フローティング・ライセンス）

 フローティング・ライセンス環境では、PDFTran用モジュールが提供されています。
（操作例）

1. Windows［スタート］
2. ［MCHS 運用ユーティリティー］フォルダー
3. 『HD PDFTran(Floating)』を起動
4. 変換する図面を選択
5. ［カスタマイズ］→［環境設定］（任意）［図1］
6. ［ファイル変換］→「MCファイル->PDFファイル」［図2］

7. 指定内容を確認→［OK］

8. ［閉じる］
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［図1］

［図2］

［図4］ ［図3］

PDFTran用モジュール

MCファイル->PDFファイ ダイアログが表示されます。［図3］

ファイル変換の処理結果ダイアログが表示されます。 ［図4］



第二章 変換用パラメータ解説



 PDFファイル名にMC図面の注釈を追加します。
 の場合

 PDFファイルの後に -（ハイフン）に続いて図面の注釈が追加されます。 
 □の場合

 注釈は追加されません。
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（例）図面名：ENGINE_ALL,001
注釈 ：デモ用エンジン完成図
PDF名：ENGINE_001-デモ用エンジン完成図.PDF

• 注釈に以下の制限文字が使用されていると、制限文字を
「_ （アンダーライン）」に置き換えます。

アスタリスク  *
不等号   <
縦線   |
疑問符   ?
不等号   >
斜線   /
二重引用符  “
コロン   :
円記号   ¥ 

• 複数図面を1つのPDFに変換する場合（事例9で解説）、図面
リストで選択した最初のMC図面の注釈が指定したPDFファイル
の後に追加されます。

［出力パラメーター］

１．ファイル名に図面の注釈を付加する（1/2）
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（例）図面名：ENGINE_ALL,001
注釈 ：デモ用エンジン完成図
PDF名：ENGINE_001-デモ用エンジン完成図.PDF

［出力パラメーター］

PDF変換

１．ファイル名に図面の注釈を付加する（2/2）



 MC Helixの3種類の線幅に対して線幅値を指定できます。
 太線、中線、細線の線幅を指定できます。
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［出力パラメーター］

（入力例）

２．出力する線幅（1/2）
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［出力パラメーター］

実線(太)：黄緑色／実線(中)：黄色／実線(細)：無指定色

PDF変換

２．出力する線幅（2/2）



 図面枠データにあらかじめ書き込まれている図面名や作成日付などの予約語を出力する
機能です。
 図面枠キーワードを出力します。
 □ 出力しません。
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図枠データサンプル

(拡大図)

［出力パラメーター］

３．図面枠キーワードを出力する（1/2）
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図枠データサンプル

［出力パラメーター］

図面枠キーワード

PDF変換

３．図面枠キーワードを出力する（2/2）



（補足）予約語置換機能

 「図面枠キーワード」
図面枠データにあらかじめ書き込まれている
図面名や作成日付などの文字列のことです。

 「予約語置換機能」
図面枠を重ねて出力する際、図面枠にあらか
じめ記入されている予約語（注記で記入され
た図面枠キーワード）を 本来のデータ
（図面名、グループ・ユーザー名、作成日付
など）と置き換えて出力する機能です。
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図面枠キーワード

（参照先）
『管理・運用解説書』
第４章 図面の出力
4.5 図面枠を重ね書きする時の予約語置換機能



 透かし文字を出力できます。
 透かし文字を印刷します。

 ［透かし文字．．．］ボタンを選択して詳細設定を行います。
 □ 印刷しません。
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［出力パラメーター］

［□ 予約語置換機能を使用する］のチェックがオフの場合、
透かし文字入力の細かな設定が可能になります。

４．透かし文字を出力する(1/2)
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［出力パラメーター］

PDF変換

４．透かし文字を出力する(2/2)



（補足）「透かし文字」ダイアログの解説
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③
下記の で入力
した文字を出力する位置を指定します。

④
上記の
で指定した基準位置
からの補正値を入力
します。
（注）単位はミリ
メートル（mm）の
実数値で指定します。 ⑦

透かし文字を任意の
色で出力する場合、
色をそのRGB比で
指定します。
赤（R）と緑（G）と
青（B）それぞれの
比率を0～100（%）
の整数値で表します。

⑤
透かし文字を任意の
高さで入力する場合
に指定します。
（注）単位はミリ
（mm）で、実数値
で指定します。

①
：予約語置換機能で設定されている文字で出力します。

□：このダイアログで指定した任意の文字で出力します。

⑥
透かし文字を任意の文字
で出力する場合、文字の
記入角度を指定します。
（注）単位は度（°）で、
実数値で指定します。

②
透かし文字を任意の文字列で出力する場合に、
その文字列を指定します。
（注）全角文字相当で100文字まで指定できます。



 破線、一点鎖線、二点鎖線の出力パターンを詳細に
設定できます。
 破線の場合

 実線部分と間隙部分のそれぞれの長さを指定できます。
 一点鎖線、二点鎖線の場合

 長線部分、短線部分の長さと間隙部分の長さを指定できます。
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［出力パラメーター］

５．線のパターン（1/2）
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［出力パラメーター］ ［出力パラメーター］

５．線のパターン（2/2）



 文字線幅の指定方法： ［文字高さで区分指定］の場合
 図面内の注記の文字高さごとに線幅（細線、中線、太線）を指定できます。
 区分（文字高さの種類）は5つまで設定できます。
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・文字高さは以下の条件でしてしてください。
区分1 ： 入力した文字高さ以下
区分2 ： 区分1の値を超えて入力した文字高さ以下
区分3 ： 区分2の値を超えて入力した文字高さ以下
区分4 ： 区分3の値を超えて入力した文字高さ以下
区分5 ： 区分4の値を超える文字サイズ

・文字高さは、区分1＜区分2＜区分3＜区分4＜区分5になるように
入力してください。

［出力パラメーター］

線幅指定
の参照先

６．すべてストロークで変換（1/3）



 文字線幅の指定方法： ［文字高さに比例］の場合
 標準線幅と、その線幅を適用する文字高さを指定します。
 標準の文字高さを超える文字高さに対しては、「線幅の増加分」に指定した値がその文字高さに

応じて段階的に追加された線幅で出力されます。
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（率）

［出力パラメーター］

（率）

６．すべてストロークで変換（2/3）



 文字線幅の指定方法： ［文字高さで区分指定］ の場合

 文字線幅の指定方法： ［文字高さに比例］の場合
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［出力パラメーター］

PDF変換

PDF変換

［出力パラメーター］

６．すべてストロークで変換（3/3）



 フォントの種類：コード１で出力する場合
 1バイト文字の出力は［1バイトフォントタイプ］で指定したフォント形状で出力されます。

 2バイト文字はストロークで出力されます。
文字線幅は、［文字線幅の指定方法］で指定
した出力方法で設定した線幅で出力されます。
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ストロークフォントで出力するのと比べ、コードで
出力するとデータをより小さくすることができます。

「Helvetica」を指定した場合、1バイトのカナ文字は文字化けします。

［出力パラメーター］

1バイト文字指定

２バイト文字指定

７．1バイト文字をコードで、2バイト文字をストロークで変換（1/2）
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［出力パラメーター］

PDF変換

MS Gothic

MCストローク

７．1バイト文字をコードで、2バイト文字をストロークで変換（2/2）



 フォントの種類：コード２で出力する場合
 1バイト文字、2バイト文字ともにコードで出力されます。
 1バイト文字の出力は［1バイトフォントタイプ］

で指定したフォント形状で出力されます。

 2バイト文字の出力は［2バイトフォントタイプ］
で指定したフォント形状で出力されます。
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［出力パラメーター］

「Helvetica」を指定した場合、1バイトのカナ文字は
文字化けします。

・次のTrueTypeフォントの場合、この項目の指定に関わらず固定のフォントに変換されます。
MS 明朝、MS Mincho → MS-Mincho
MS ゴシック、MS Gothic → MS-Gothic 

・上記以外のTrueTypeフォントは、この項目で指定したフォントに変換します。
・ファンクション＜注記＞で漢字（2バイト文字）と一緒に英数文字を入力すると、MC Helixでは
その英数文字は疑似的に2バイト文字として扱います。
これらの疑似2バイト文字は、PDF変換時には1バイト文字とみなして出力されます。

８．すべてコードで変換（1/2）
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［出力パラメーター］

PDF変換

MS Mincho

MS Mincho

８．すべてコードで変換（2/2）



 ノードロック・ライセンスの場合
 統合データ管理（IDM）で複数のMC図面を選択すると、

PDF変換に出力する方法を選択できます。
 「複数ファイルを1つにまとめて出力する」の場合

• 複数の図面を１つのPDFファイルに変換します。
• PDFファイル名を指定できます。

 「個別に出力する」の場合
• 1つの図面を１つのPDFファイルに変換します。
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【１つのPDFファイルに出力する際の留意事項】
• この機能は、MC Helixのメニュー・バー［ファイル］

→［PDF形式で保存］からの実行では設定できません。
• PDFに出力されるページの順番

・選択した図面の上から順番に出力されます。

９．複数ファイルを出力する処理（1/3）
【統合データ管理（IDM）】

• ファイル名について（右図参照）
・環境設定ファイル（MCDPF.SYS）で下記項目を設定すると

表示されます。

MCPDF.SYS
［全般］タブ

・「ファイル名」に指定したファイル名で出力されます。
・指定がない場合、ファイル名は以下の内容になります。

“bk + 日時(西暦+月+日+時+分+秒).PDF”​



• ファイル名について（右図参照）
・環境設定ファイル（MCDPF.SYS）で下記項目を設定すると

表示されます。

MCPDF.SYS
［全般］タブ

・「ファイル名」に指定したファイル名で出力されます。
・指定がない場合、ファイル名は以下の内容になります。

“bk + 日時(西暦+月+日+時+分+秒).PDF”​

 フローティング・ライセンスの場合
 HD PDFTranで複数のMC図面を選択すると、PDFへの変換

方法を選択できます。
 「複数ファイルを1つにまとめて出力する」の場合

• 複数の図面を１つのPDFファイルに変換します。
• PDFファイル名を指定できます。

 「個別に出力する」の場合
• １つの図面を１つのPDFファイルに変換します。
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【１つのPDFファイルに出力する際の留意事項】
• この機能は、MC Helixのメニュー・バー［ファイル］

→［PDF形式で保存］からの実行では設定できません。
• PDFに出力されるページの順番

・選択した図面の上から順番に出力されます。

９．複数ファイルを出力する処理（2/3）
【HD PDFTran(Floating)】
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９．複数ファイルの処理（3/3）

 複数ファイルを出力する処理
 ［個別に出力する］の場合

 右図の4図面を選択してPDF変換すると、下記のように
１図面ごとに１つのPDFに変換されます。

 ［複数ファイルを1つにまとめて出力する］の場合
 「ファイル名」欄に指定したファイル名で作成されます。

上記のファイル名には下記の設定により、注釈が付加されて
います。 【SAMPLE.PDF】

P-1:ENGINE_ALL

P-2:ENGINE_FRONT

P-3:ENGINE_SIDE

P-4:ENGINE_ZUWAKU

【HD PDFTran(Floating)】



１０．変換ファイル名のスペース除去

 MC図面名形式の設定が図面名のPN部分の末尾にスペースがあれば、PDF変換時にその
ファイル名のスペースを除去（省略）できます。

 設定方法（環境設定ユーティリティ）
 の場合

 １つのPDFファイルに変換します。
 PDFファイル名を指定できます。

 □の場合
 図面毎に１つのPDFファイルが作成されます。
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【環境設定ユーティリティの設定】

（例）図面名：1234567890    ,4321 の変換名

［ フィールド末尾の空白を省いてファイル名を生成する］

［□ フィールド末尾の空白を省いてファイル名を生成する］



１１．PDFへのコメント出力

 MC図面をPDFに変換する際、図面内の文字列を自動的にPDFの「コメント(注釈)」として
出力します。

 今まではフォントの種類を「文字コード」で出力するとPDF内の文字検索を行うことができ
ましたが、変換先のフォントの種類がMCストロークでも検索できるようになりました。

 注記、寸法文字、文字列付きシステム・シンボルの文字を出力します。
設定方法（MCPDF.SYSでキーワードを設定）

 ADD_NOTE_COMMENT=Yes（コメントを出力する：デフォルト）
 ADD_NOTE_COMMENT=No（コメントを出力しない：従来の挙動）
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①コメントの
編集、削除、返信

②検索する
文字列を選択

③検索結果が表示される

ストローク文字で変換したPDFをAdobe Acrobat Readerで表示した例



第三章 環境設定ファイルの設定



 『HD PDFTran環境設定ユーティリティー』は、変換のデフォルト値を設定するツールです。
 ライセンス方式により、起動方法が異なります。

１．『HD PDFTran環境設定ユーティリティー』とは
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ノードロック・ライセンス

Windows 10のスタートメニュー

フローティング・ライセンス



 には下記の4つのシートが用意されています。
 MC→PDF変換のデフォルト値はこのユーティリティーで設定します。

 ファイル名：MCPDF.SYS
 必要に応じて複数のファイルを用意することができます。

２．『HD PDFTran環境設定ユーティリティー』の設定方法
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MC->PDF



（参考）[出力パラメーター]と環境設定ファイルとの比較（1/2）
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Ⓒ

Ⓐ

Ⓑ
Ⓒ

Ⓓ

Ⓓ

Ⓔ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓕ

MC Helix
［ファイル］→「PDF形式で保存」

HD PDFTran環境設定ユーティリティー

次ページ参照

Ⓡ（次ページ参照）

統合データ管理（IDM）から変換する際に指定可能なパラメータです。
MC Helixのメニュー・バー［ファイル］からは複数図面を指定しての変換は
できません。

IDM用のパラメータです。

MC Helixのメニュー・バー［ファイル］から
変換する際は設定を変更できません。



38

Ⓖ
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Ⓗ

Ⓘ

ⒾⒿ

Ⓙ

Ⓚ

Ⓚ

Ⓛ

Ⓛ

Ⓝ

Ⓝ

Ⓞ

Ⓞ
Ⓟ

Ⓟ

Ⓠ

Ⓠ

Ⓡ（前ページ参照）

［ファイル］→「PDF形式で保存」→［出力パラメーター］
HD PDFTran環境設定ユーティリティー

Ⓢ

Ⓢ

Ⓣ

Ⓣ

Ⓤ

Ⓤ

（参考）[出力パラメーター]と環境設定ファイルとの比較（2/2）
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